
京都府における医師数の状況について 

 

○府全域の医師数は減少傾向。都市部(京都・乙訓医療圏)と他の圏域で乖離。 

・医師数減少の中で、北部地域（丹後及び中丹）でも医師数が減少（R2→R4 ▲16） 

・人口 10万人対医師数は、丹後医療圏(209.4)は京都・乙訓医療圏（407.8）の約５割 

 

医療施設従事医師数の推移（いずれも１２月末）   

 ① 令和２年 ② 令和４年 ②－① ②÷① 

北 部 ６１２ ５９６ ▲１６ ９７．４％ 

その他 ７，９６４ ７，９２９ ▲３５ ９９．６％ 

合 計 ８，５７６ ８，５２５ ▲５１ ９９．４％ 

 

２次医療圏ごとの人口１０万人当たり医療施設従事医師数（令和４年１２月末） 

 

（厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計」※各年 12月 31日現在） 

 

京都・乙訓 医療圏 

４０７．８ 

 

京都府【全国３位】 

３３４．３ 

 

全国平均 

２６２．１ 

 

山城北 医療圏 

２２６．０ 

 
山城南 医療圏 

１４４．５ 

 

南丹 医療圏 

１９８．２ 

 

中丹 医療圏 

２２３．９ 

 

丹後 医療圏 

２０９．４ 

 


